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厚生労働省労働者向けアンケート 

厚生労働省建設・港湾対策室 

 

ご記入後、8/20(木)16 時までに FAXまたはメールでご提出ください。 

島根建連 宛 

 ○FAXの場合：０８５２－３１－９３４１ 

 ○メールの場合：kenchiku@shimanekenren.or.jp 

 

回答方法は、                                QRコード 

①紙回答（鉛筆、ボールペン記入）→組合へ提出 

②URL又はQRコードからの回答→組合へ回答した旨を報告 

 https://forms.cloud.microsoft/r/MGFk9HMbtn 

 

                              

〈基礎情報（必須）〉該当するものに○、または記入をお願いいたします。 

●年代： 10 代 ・ 20 代 ・ 30 代 ・ 40 代 ・ 50 代 ・ 60 代以上 

●働いている都道府県（勤務地移動が多い方は主たる勤務地をご回答ください） 

 ：（（                       ） 

●勤務先の業種 

：一般土木建築工事業 ・ 土木工事業（舗装工事業を除く） ・ 舗装工事業 

  建築工事業（木造建築工事業を除く） ・木造建築工事業 ・ 建築リフォーム工事業（  

  大工工事業 ・ とび・土木・コンクリート工事業 ・ 鉄骨・鉄筋工事業 

  石工・れんが・タイル・ブロック工事業 ・ 左官工事業 ・ 板金・金物工事業 

  塗装工事業 ・ 床・内装工事業 ・ その他職別工事業 ・ 電気工事業 

  電気通信・信号装置工事業 ・ 管工事業（さく井工事業を除く） ・ 機械器具設置工事業 

  その他の設備工事業 

●建設業従事年数（例 10 年、３か月など） 

：（（                        ） 

●保有する資格（例 １級●●士、保有する資格はない、●●取得に向けて準備中など） 

：（                         ） 

●給与形態： 日給制 ・ 日給月給制 ・ 定額月給制（毎月固定給与が支払われる） 

       月給制（一定日数以上休んだとき減額される） ・ その他（         ） 
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以下、回答項目にチェック✓、または記入をお願いいたします。 

【質問①（必須）】 

所属する事業所では、年間を通じて仕事量の波（繁忙期、閑散期）がありますか。 

 □（繁忙期・閑散期の両方がある 

□（繁忙期のみある 

□（閑散期のみある 

□（特にない（年間を通じて概ね同程度） 

 

【質問②（該当する場合、必須）】 

（繁忙期や閑散期があると回答した場合）具体的な繁忙期・閑散期の時期を、月単位でご記入くださ

い。 

• 繁忙期：＿＿月頃～＿＿月頃 

• 閑散期：＿＿月頃～＿＿月頃 

 

【質問③（該当する場合、必須）】 

（繁忙期や閑散期があると回答した場合）その時期があることでご自身の処遇や雇用が安定しないこと

等の問題が生じていると思いますか。 

 □ 思う 

 □ どちらかと言えば思う 

 □ どちらかと言えば思わない 

 □ 思わない 

 

【質問④（該当する場合、必須）】 

（前問に「思う」、「どちらかと言えば思う」と回答した場合）具体的に、どのような問題が生じている

と思いますか。（複数回答可） 

 □ 急な出勤や急な休日取得を求められる 

□ 毎月の給与が安定しない 

 □ 常用雇用されない（繁忙期のみ雇用されているなど） 

 □ 安定して週休２日を確保できない 

 □ その他（              ） 
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【質問⑤（該当する場合、必須）】 

（閑散期があると回答した方へ）閑散期にはどのような業務を実施していますか。（複数回答可） 

□（閑散期でも季節に合った仕事を事業所が請け負って働いている（冬の除雪作業など） 

□（所属する事業所の事務作業（営業、経理等）を担当している 

□（他の事業所や他現場で働いている 

□（副業として建設業とは異なる仕事をしている 

□（仕事そのものをしていない 

 □（その他（        ） 

 

【質問⑥（該当する場合、必須）】 

（前問で「他の事業所や他現場で働いている」と回答した方へ）どの頻度で他の現場へ行っています

か。最も近いものを選択してください。 

 □（年 10 日未満 

 □（年 10 日以上 30 日未満 

 □（年 30 日以上 50 日未満 

 □（年 50 日以上 60 日未満 

 □（年 60 日以上 

 

【質問⑦（該当する場合、必須）】 

（前問で「副業として建設業とは異なる仕事をしている」と回答した方へ）具体的にどのような仕事を

していますか。 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

【質問⑧（必須）】 

派遣で働くことが禁止されている建設業務において、特例として、自社で雇用している労働者（技能者

等）を、その雇用関係を維持しながら、他の事業主の指揮命令を受けて、その事業主の建設業務に従事

させるため一時的に送り出す制度「建設業務労働者就業機会確保事業」があります。この制度・仕組み

を知っていますか。 
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□（ （ 知っている 

□ 制度の名称は聞いたことがある 

□ 知らない 

 

 

【質問⑨（必須）】 

閑散期に別の事業所・現場へ送り出され、他の事業主の事業所・現場で仕事をすることについてどう思

いますか。（複数回答可） 

 □ 収入が得られるのであれば別の事業所・現場でも良いので働きたい 

 □ 今とは違う経験や技能が積めるのであれば働きたい 

 □ 慣れない事業所や現場でトラブルがあった際に対応してもらえるかなどが不安 

 □ 常に送り出され、結果として転籍や解雇などにつながるのではないか不安 

 □ 閑散期は行政の助成金等を使って、資格取得や職長教育、技能講習をしてほしい 

 □ 所属の事業所以外では働きたくない（閑散期も現在の事業所で仕事を取ってきて欲しい） 

 □（ （ その他（   ） 

 

【質問⑩（必須）】 

今後建設業に従事するにあたり、業界に望むことは何ですか。（複数回答可） 

□（賃金をあげてほしい 

□（月給制にして安定した給与がほしい 

□（完全週休２日制にしてほしい 

□（年間を通じて業務量を平準化してほしい 

□（直接雇用化を進めてほしい 

□（技能習得の機会を増やしてほしい 

□（その他（              ） 

                                               

                                              

                  

               

                    

                                     

                                                    

                       

                                            

                                             

                                           

                         

                                           

     

               
          

     
       

        

          

     

       

     
       

                                                     
                          

                                                   

           
           


